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　資材課より「肥料価格高騰対策事業」について説明したのち、村農業
アドバイザーの金和裕氏（元秋田県農業試験場場長）による「令和４年
産米の減収要因」についての報告会を行い、約120人が参加しました。

特集



❶サイズ
　従来の車検証がＡ４サイズに対し、電子車検証はＡ６サイズ
相当の厚紙にＩＣタグを貼付したものになります。

❷記載情報の変更
　電子車検証では、変更登録等による記載事項の変更を伴わな
い基礎的情報（Ａ）のみの記載となります。その他の車検証情
報はＩＣタグ（Ｂ）に格納されます。ＩＣタグに格納された情
報は、汎用のＩＣカードリーダや読み取り機能付きスマート
フォンで参照可能です。
　二次元コード（Ｃ）は券面に印字しますが、従来二次元コー
ドから取得可能であった情報のうち、「自動車検査証の有効期
間」のみ確認することはできません。
※車検証閲覧アプリの読み込みに二次元コードを使うことは出
来ません。（ＩＣタグを読み取る必要があります。）

❸券面記載情報・ＩＣタグ格納情報
＜券面記載事項＞
自動車登録番号／車両番号、車台番号、交付年月日、使用者の氏名又は名称、車名、型式、自動車の種別、
長さ／幅／高さ、車体の形状、原動機の型式、燃料の種類、総排気量又は定格出力、自家用・事業用の別、
用途、乗車定員／最大積載量、車両重量／車両総重量、軸重（前前・前後・後前・後後）、初度登録年月／
初度検査年月、車両識別符号（車両ＩＤ）※車両ごとに不変の番号として電子化に伴い付与

＜券面非表示事項（ＩＣタグのみ）＞
現行の車検証情報はＩＣタグに全て記録
読み取り機能付きスマートフォンで読み取り可能
自動車検査証の有効期間、所有者の氏名・住所、帳票タイプ、使用者の住所、使用の本拠の位置

整備課ワンポイント情報
令和５年１月から、従来の紙の車検証が「電子車検証」に変わりました！
～電子車検証や車検証閲覧サービスなどをわかりやすく解説します～

　電子車検証の券面には、有効期間や使用者住所、所有者情報が記載されません！
　そのため、ユーザーや関係事業者は、車検証閲覧アプリを活用して当該情報を確認することができます。
　車検証閲覧アプリにより、車検証情報の確認のほか、車検証情報ファイルの出力（ＰＤ
Ｆ等）や車検証情報以外の情報（リコール情報等）の確認等も可能になります。
　もしもスマートフォンをお持ちでないなど、アプリをダウンロードできない方に
つきましては、整備課自動車の窓口に読み取り機器がありますので、ご安心ください。

整備課　石井　公士

　国土交通省では、自動車ユーザーや自動車関係の事業者の皆様のさらなる利便性向上のため、自動車登録
手続きのデジタル化に取り組んでいます。

車検証閲覧アプリ

電子車検証の仕様

電子車検証について

アプリのインストールはこちらから▶
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第463号女性部活動だより

  ☆これからの行事予定
◎２月６日　女性部懇談会　13：30 ～
　　　　　　ＪＡ会館２階
◎２月20日　料理教室（講師・小林先生）
◎２月28日　地域の茶の間　９：00 ～
　　　　　　大潟村ふれあい健康館
◎２月下旬～３月上旬　ワカメ共同購入
◎３月２日　定例総会　９：30 ～
　　　　　　公民館２階　大集会室
◎３月中旬　育苗・野菜栽培講習会

■女性部懇談会
日時：２月６日　13：30～　場所：ＪＡ会館２階
　今年度の活動の反省や、来年度の要望について話し
合います。参加した方にはちょっとしたプレゼントが
あります。

■ワカメの活動グループより
　漁師さんに連絡して今年もワカメ大丈夫と返事をも
らっています。ワカメの届く日は一応２月末を予定し
ていますが、天候に左右されますの
で、決まり次第皆さんに連絡します。
昨年は、２月下旬の予定が３月９日
に変更になりました。
　注文書は２月中旬までには配布し
たいと思います。一緒にお世話して
くださる方は小澤（45-2306）まで
連絡ください。� （小澤美智子記）

■今後の加工センターについて
　今年度のみそ作りは、不安だったボイラーも何とか
持ちこたえてくれ、１月22日終了しました。とうふ
作りは３月２日まで平日利用できます。
　今まで何とか加工センターを存続させたいといろい
ろ頑張ってきましたが、ＪＡからは、今後運営しない
という厳しい結論が出されていました。しかし、運営
する組織があれば、古くなった一部の機器を更新し譲
渡するという提案もいただきました。
　ＪＡとの懇談会や加工センターについての話し合い
の中で皆さんからの意見として、「これからもみそ・
とうふ作りができるようにしてほしい」「次世代へも
村の味として伝えていきたい」という意見が多く出さ
れました。また、今年度のみそ加工は少し増えました。
これらのことから何とか加工センター存続に向けて検
討してきたところ、運営に参加してくれる人が今のと
ころ６人集まりましたので新しい組織を作り、今まで
のようにみそ・とうふ作りができるようＪＡとも協議

していきたいと思います。
　皆さんからの協力、助言よろしくお願いします。
� （山本嘉子記）

■活動報告と各種会議報告
◎国際交流員アンドレアスさんとの懇談会
　（１月16日・ＪＡ会館）
　活動グループ「国際交流の会」を立ち上げ（２人）、
村在住のデンマーク人・アンドレアスさんとの懇談会
を行いました。参加者は14名。テーマは「女性活躍
について」です。関心のありそうなことを５つまとめ
て質問しました。

①農家女性の働き方
　農家の協同組合の運動からデンマーク人の「背中の
広い人は重い負担を負うべき」という今の考え方に
至った。全体の40％が女性農業者。経営など人的資
源に関する仕事が多い。

②男性の家事時間が多い理由
　男性も女性も育児休業中は給料が100％支給され
る。育休をとったことで何か問題が起きるようなこと
があれば、会社は国から罰金を科せられる。

③選択的夫婦別姓
　法律で夫婦が同じ姓にしなければならないのは195
か国で日本だけ。デンマークでも４分の３は夫婦が夫
の姓を名乗っている。

④医療費、教育費などが無償と聞いているが
　所得税55％、消費税25％、車を購入時は280％…。
この高額な税金が、それらに充てられる。まさに「ゆ
りかごから墓場まで」安心して暮らせる生活を提供し
てくれる。

⑤女性議員が多い理由
　この国にとって女性が議員になることは、特別なこ
とではない。この質問自体にピンとこないようだった。
60年代からの自由の追求、固定観念の排除などで今
の考え方に至っている。
　報酬が高い他、辞めた後でも例えば大臣の地位につ
いていた人は、毎月高額なお金を受け取ることができ
る。ということからも、意欲さえあればためらわず議
員になることを選択できる。－以上－

　日本ではタブーとされるようなことでも「誰も、何
とも思わない」という言葉に救われるようで、生きや
すさを感じました。
　最後にこう話されました。「自分の意見とやりたい
ことをはっきり言える女性になりましょう」と。そう
いう女性を私たちも目指しましょう。�（浅沼トク子記）
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農業者年金
国が支える

　農業者の皆様の老後を支える政策年金「農業者年金」。生活の安定だけでなく、担
い手の育成・確保を進める視点からも、充実した魅力ある制度となっています。今回
はこの「農業者年金（愛称・担い手積立年金）」についてご紹介します。

政
策
支
援

農業者の担い手には、手厚い政策支援（保険料の国庫補助）があります。
国民年金第１号被保険者等の農業者年金への加入要件に加え、
1 39歳までに加入
2 農業所得が900万円以下
3 認定農業者で青色申告者等（下表）　を満たせば受けられます。

※国庫補助額は月額保険料月額２万円で固定に対する補助額（割合）です。
※区分３及び区分５の「後継者」は経営主の直系卑属である必要があります。
※35歳未満で加入した者は、35歳から自動的に35歳以上の額に変更されます。
※区分１～５のそれぞれの要件に該当しなくなった場合、他の区分（国庫補助額が減額になることがあります。）
　又は通常の保険料への変更が必要です。

◦政策支援を受けられる期間は最長20年間です。（35歳以上の支援は最長で10年間です。）
◦国庫補助を受けている間の保険料は月額２万円（国庫補助額を含む）で固定され、加入者が負担する保険料は、
２万円から国庫補助額を差し引いた額になります。
◦国庫補助を受けられる期間を過ぎた場合は通常の保険料（月額２万円～６万７千円の間で千円単位で選べ、変
更も自由です。）になります。

区  分 必　要　な　要　件
国　庫　補　助　額

35歳未満 35歳以上

１ 認定農業者で青色申告者 10,000円（５割） 6,000円（３割）

２ 認定就農者で青色申告者 10,000円（５割） 6,000円（３割）

３ 区分１又は２の者と家族経営協定を締結し経営に参画している
配偶者または後継者 10,000円（５割） 6,000円（３割）

４ 認定農業者または青色申告者のいずれか一方を満たす者で、３
年以内に両方を満たすことを約束した者 6,000円（３割） 4,000円（２割）

５ 35歳まで（25歳未満の場合は10年以内）に区分１の者となる
ことを約束した後継者 6,000円（３割） ―

保険料の国庫補助対象者と補助額

39歳までの農業者の皆さん、農業者年金の政策支援加入で将来の安心を！

特 集

•••••••••••••••••••••••••••••••••••••

•••••••••••••••••••••••••••••••••••••

安心が大きくなる
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女性農業者の皆さん、あなた自身の年金を！

※農業者年金の資産額については、65歳までの運用利回り2.50％、65歳以降の予定利率は0.30％として行っています。
※予定利率は毎年度、農林水産省告示により定められ、令和４年度は0.30％となっています。
※各金額は単位未満を四捨五入により表示しています。

さらに詳細な内容やご相談については、ＪＡ大潟村（金融課）Tel：45−2211にお問い合わせ下さい。

夫と妻は同年齢で、農業者年金へは30歳で保険料月額２万円で通常加入し、
農業者年金受給者の平均余命（男性87歳、女性92歳）まで生存するとして比較

◦�国民年金の支給額は月額最高６万５千円、夫婦
お二人で約13万円です。
◦�一方、高齢農家の家計費は夫婦お二人で22万
円が必要となるデータがあります。
⇒月額約10万円不足！
◦国民年金の不足分をしっかりカバーします。

◦�ご主人だけが農業者年金へ加入していたとした
ら、先にご主人が亡くなった時、あなたの老後
の支えは国民年金だけになってしまいます。
◦�一人一人の備えが大切です。
◦�自らの力で老後に安心を！

◦�認定農業者で青色申告をしている方と家族経営
協定を結んで農業経営に参画している配偶者も
保険料の国庫補助が受けられます。
◦�女性の農業経営への参画をしっかり応援しま
す！

65歳～ 87歳の年金額（夫婦） 88歳～ 92歳の年金額（妻のみ）

農業者年金に
夫のみ加入

◦国民年金
　夫：月額６万５千円　妻：月額６万５千円

計：月額13万円
◦農業者年金
　夫：月額４万２千円

◦国民年金
　妻：月額６万５千円
◦農業者年金
　なし

合計：月額17万２千円 合計：月額６万５千円

農業者年金に
夫婦で加入

◦国民年金
　夫：月額６万５千円　妻：月額６万５千円

　計：月額13万円
◦農業者年金
　夫：月額４万２千円　妻：月額３万５千円

　計：月額７万７千円

◦国民年金
　妻：月額６万５千円
◦農業者年金
　妻：月額３万５千円

合計：月額20万７千円 合計：月額10万円

農業者の老後の生活の収入は、国民
年金＋農業者年金が基本です！

家族経営協定を結べば保険料の国庫
補助も受けられます。

◦�現在65歳の農業者年金受給者の平均余命は、
男性が22年（87歳）、女性が27年（92歳）です。
女性の老後は男性以上に長い道のりです。（日
本人の平均余命は、男性85歳、女性90歳となっ
ており、農業者年金受給者の平均余命の方が長
くなっています。）
◦女性農業者の長い老後をしっかりサポートします。

老後の備えは万全ですか？

農業者年金の加入には農地の権利名
義は要りません。

ケース

①

ケース

②

農業者年金に夫のみ加入した場合と夫婦で加入した場合の比較
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和
４
年
度
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視
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月
７
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日
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す
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大
潟
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よ
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か
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し
て
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で
い
る
イ
ノ
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で
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る
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ノ
チ
オ
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び
に
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イ
ノ
チ
オ
グ
ル
ー
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、
５
つ
の
事
業

で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
グ
ル
ー
プ
全
体
の

目
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し
て
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境
保
全
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業
、
⑵
持

続
可
能
な
バ
リ
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ー
チ
ェ
ー
ン
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⑶
未
来
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向
の
社
風
づ
く
り
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⑷
農
業
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
、
⑸
グ
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バ
ル
パ
ー
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ナ
ー

シ
ッ
プ
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５
つ
の
重
点
方
針
を
掲
げ
目
標

達
成
を
目
指
し
て
い
る
。

①
農
業
ハ
ウ
ス
事
業
で
は
、
ト
マ
ト
を
中

心
と
し
た
園
芸
作
物
を
行
う
た
め
の
ハ

ウ
ス
建
設
か
ら
、
環
境
制
御
シ
ス
テ
ム

や
潅
水
制
御
シ
ス
テ
ム
等
に
よ
る
ス

マ
ー
ト
農
業
で
作
物
に
と
っ
て
適
切
な

環
境
を
整
え
る
た
め
の
機
械
等
を
取
り

扱
っ
て
い
る
。

イ
ノ
チ
オ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

株
式
会
社 （
12
月
７
日
・
豊
橋
市
）
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デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
人
材
育
成

の
内
容
で
イ
ノ
チ
オ
グ
ル
ー
プ
で
は
、
近

郊
か
ら
の
採
用
を
中
心
に
行
っ
て
い
る

が
、
農
業
用
管
理
シ
ス
テ
ム
開
発
や
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
に
幅
広
く
対
応
す
る
た
め
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
や
外
国
語
な
ど
幅
広
い
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野
で
採
用
を
行
っ
て
い
る
と
の
こ
と
だ
っ

た
。
事
業
に
関
し
て
も
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セ
ク
シ
ョ
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門
的
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を
求
め
ら
れ
る
分
野
が
多
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存
在
し
て
い
て
、
人
材
の
多
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性
が
す
ご

い
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だ
と
感
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た
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ま
た
肥
料
関
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で
は
、
有
機
資
材
や
土

壌
改
良
剤
を
積
極
的
に
導
入
し
、
ま
た
窒

素
成
分
を
地
力
窒
素
と
施
肥
窒
素
に
分
け

て
考
え
、
土
壌
分
析
を
行
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こ
と
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よ
っ

て
植
物
が
育
つ
の
に
必
要
な
肥
料
分
を

デ
ー
タ
化
し
て
、
環
境
に
配
慮
し
た
環
境

保
全
型
農
業
を
目
指
し
て
い
た
。
肥
料
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関
し
て
も
大
潟
村
の
土
壌
の
性
質
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例
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あ
げ
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析
で
プ
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ゼ
ン
が
行
わ
れ
た
。

自
社
製
品
の
土
壌
改
良
剤
や
有
機
資
材
、

ま
た
農
薬
に
つ
い
て
は
研
究
を
か
な
り
重

ね
ら
れ
作
ら
れ
た
も
の
ら
し
く
自
信
を

も
っ
て
紹
介
さ
れ
て
い
た
。

　

イ
ノ
チ
オ
中
央
農
業
研
究
所
で
は
、
土

壌
分
析
、
施
肥
設
計
を
は
じ
め
、
水
質
分

析
、
病
害
虫
検
査
、
さ
ら
に
残
留
農
薬
分

析
ま
で
行
っ
て
い
た
。
施
設
内
も
県
の
農

業
試
験
場
と
同
等
な
実
験
室
、
分
析
機
械

等
多
数
保
有
し
て
お
り
、
か
な
り
の
職
員

が
分
析
を
行
っ
て
い
た
。
そ
の
中
で
施
肥

設
計
に
関
す
る
内
容
で
地
力
窒
素
に
つ
い

て
の
説
明
が
あ
っ
た
。
地
力
窒
素
と
は
、

イ
ノ
チ
オ
中
央
農
業
研
究
所

 

（
12
月
８
日
・
田
原
市
）

２

②
農
薬
肥
料
事
業
で
は
、
自
社
の
オ
リ
ジ

ナ
ル
の
有
機
肥
料
や
農
薬
資
材
の
開
発
、

ま
た
ド
ロ
ー
ン
の
販
売
や
教
習
施
設
の

運
営
も
行
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
、
栽
培
・

防
除
技
術
の
提
案
も
お
こ
な
っ
て
い
る
。

③
生
産
流
通
事
業
で
は
、
持
続
可
能
な
農

業
モ
デ
ル
の
実
現
へ
向
け
て
４
つ
の
拠

点
で
農
産
物
の
計
画
的
か
つ
安
定
生
産

を
目
指
し
て
い
る
。
運
営
管
理
方
法
を

統
一
し
て
、
デ
ー
タ
活
用
と
週
単
位
で

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
運
用
し
、
Ｇ
Ａ

Ｐ
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
、
顧

客
志
向
の
商
品
開
発
で
ニ
ー
ズ
に
対
応

し
た
価
値
を
創
造
し
、
品
質
向
上
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

④
営
農
サ
ポ
ー
ト
事
業
で
は
、
農
家
の
営

農
サ
ポ
ー
ト
と
し
て
、
事
前
の
営
農
計

画
か
ら
栽
培
管
理
、
作
業
の
進
捗
や
病

害
虫
発
生
状
況
等
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
う

事
業
を
展
開
し
て
い
る
。
ま
た
圃
場
研

修
で
新
規
就
農
者
等
へ
の
サ
ポ
ー
ト
事

業
も
お
こ
な
っ
て
い
る
。

⑤
花
き
事
業
で
は
キ
ク
、
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ

ン
や
バ
ラ
の
品
種
開
発
、種
苗
の
生
産
、

販
売
を
行
っ
て
い
る
。
キ
ク
事
業
に
関

し
て
は
６
，０
０
０
種
以
上
を
開
発
し
、

10
か
国
の
生
産
者
に
品
種
の
権
利
や
種

苗
を
販
売
し
て
い
る
。

一
般
的
に
土
壌
中
の
有
機
物
が
土
壌
微
生

物
に
よ
っ
て
分
解
さ
れ
る
過
程
で
生
じ
て

く
る
植
物
体
が
吸
収
で
き
る
窒
素
の
こ
と

だ
が
、
イ
ノ
チ
オ
中
央
農
業
研
究
所
の
説

明
で
は
、
も
う
少
し
踏
み
込
ん
だ
見
方
を

し
て
お
り
、
土
壌
中
に
あ
る
不
可
給
態
窒

素
を
土
壌
改
良
剤
や
有
機
肥
料
を
投
入
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
適
正
な
施
肥
窒
素
を

算
出
し
て
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
い
る
と
の
こ

と
だ
っ
た
。
有
機
肥
料
に
関
し
て
は
外
的

要
因
で
あ
る
気
温
や
湿
度
土
壌
中
の
水
分

含
有
量
（
降
雨
）
土
中
微
生
物
の
種
類
や

量
が
複
雑
に
作
用
し
て
い
る
た
め
、
植
物

が
吸
収
で
き
る
状
態
に
い
つ
分
解
さ
れ
、

利
用
で
き
る
詳
細
に
関
し
て
は
、
研
究
中

で
あ
る
が
分
析
デ
ー
タ
の
蓄
積
に
よ
り
、

植
物
に
と
っ
て
か
な
り
地
力
窒
素
が
重
要

で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
、
研
究
を
進
め
て

い
た
。
大
潟
村
の
水
稲
で
は
、
幼
穂
形
成

期
や
減
数
分
裂
期
の
追
肥
の
タ
イ
ミ
ン
グ

に
つ
い
て
重
要
視
し
て
い
る
が
、
天
候
に

よ
っ
て
分
解
速
度
が
変
わ
る『
地
力
窒
素
』

と
植
物
体
が
養
分
を
必
要
と
す
る
数
量
は

全
て
解
明
し
て
い
な
い
も
の
の
相
関
関
係

が
あ
り
、
ま
た
、
実
証
実
験
で
も
た
だ
施

肥
窒
素
を
投
入
す
る
だ
け
の
圃
場
と
地
力

窒
素
を
投
入
し
た
圃
場
で
は
後
者
の
方
の

収
量
が
上
が
っ
た
と
の
実
験
結
果
を
報
告

し
て
い
た
。

　

ま
た
、
施
設
内
を
見
学
し
た
際
、
か
な

り
の
土
壌
検
体
（
１
０
０
体
以
上
）
が
未

検
査
で
置
か
れ
て
お
り
、
肥
料
が
高
騰
し

て
い
る
こ
と
も
あ
り
土
壌
分
析
の
依
頼
も

殺
到
し
て
い
る
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
水
質

検
査
や
病
害
虫
を
特
定
す
る
実
験
室
に
は

大
学
で
も
あ
ま
り
導
入
し
て
い
な
い
高
価

な
機
械
も
導
入
さ
れ
て
い
た
。

JＡだより 6



り
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
の
『
Ｇ
Ａ
Ｂ
Ａ
』
に
着

目
し
、
こ
れ
は
リ
ラ
ッ
ク
ス
効
果
や
血
圧

を
下
げ
る
効
果
が
あ
る
な
ど
と
し
て
注
目

さ
れ
て
い
る
成
分
で
あ
る
が
、
そ
こ
で
こ

の
Ｇ
Ａ
Ｂ
Ａ
含
有
量
を
測
定
し
『
機
能
性

食
品
表
示
』
の
食
品
規
格
を
消
費
者
庁
に

届
出
し
、
消
費
者
に
対
し
て
ト
マ
ト
は
血

圧
を
下
げ
る
こ
と
を
伝
え
る
戦
略
を
し
て

い
た
。
パ
ッ
ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
も
プ
ロ
に

お
願
い
し
、
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
も
主
婦
を

は
じ
め
と
し
た
消
費
者
に
リ
サ
ー
チ
を
行

い
完
成
し
た
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

　

ま
た
、
床
に
落
ち
て
い
る
ト
マ
ト
が

あ
っ
た
た
め
、
こ
の
ト
マ
ト
は
廃
棄
に
回

る
の
か
質
問
し
た
と
こ
ろ
、
商
品
に
な
ら

な
い
ト
マ
ト
の
残
渣
は
家
畜
の
飼
料
に
充

て
ら
れ
る
た
め
、
実
質
全
て
の
ト
マ
ト
は

廃
棄
さ
れ
ず
利
用
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と

だ
っ
た
。

　

イ
ノ
チ
オ
フ
ァ
ー
ム
豊
橋
は
、
工
業
製

品
を
製
造
す
る
よ
う
に
ト
マ
ト
を
栽
培
か

ら
集
荷
・
梱
包
・
出
荷
が
徹
底
管
理
の
も

と
行
わ
れ
て
お
り
、
ま
た
設
備
投
資
な
ど

の
規
模
も
莫
大
な
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の

よ
う
に
ト
マ
ト
を
大
規
模
生
産
す
る
と
近

隣
周
辺
で
生
産
す
る
農
家
と
競
合
す
る
の

で
は
な
い
か
と
い
う
質
問
に
関
し
て
は
、

売
り
先
に
関
し
て
の
棲
み
分
け
を
行
っ
て

い
る
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
設
備
投
資
が
莫

大
で
あ
る
た
め
経
営
と
し
て
現
状
採
算
は

取
れ
て
は
い
な
い
も
の
の
、
近
い
将
来
黒

字
化
が
見
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
現
在

の
取
り
組
み
に
手
ご
た
え
を
感
じ
て
い
る

よ
う
だ
っ
た
。
ま
た
、
黒
字
化
で
き
れ
ば

そ
れ
に
越
し
た
こ
と
は
な
い
が
、
ど
ち
ら

か
と
い
う
と
先
進
技
術
に
取
り
組
み
、
得

た
デ
ー
タ
や
取
得
し
た
技
術
を
地
元
の
農

　

功
農
支
援
会
は
、
農
業
経
営
者
を
育
成

す
る
財
団
で
、
日
本
の
農
業
者
の
減
少
と

新
規
就
農
者
の
自
立
の
難
し
さ
と
い
う
課

題
解
消
に
役
立
ち
た
く
、
設
立
さ
れ
た
財

団
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
実
際
に
訪
問
し
た

際
に
は
３
名
の
研
修
生
が
ト
マ
ト
栽
培
の

研
修
を
お
こ
な
っ
て
お
り
、
収
穫
の
最
中

で
あ
っ
た
。
研
修
の
内
容
は
３
つ
の
実
習

で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
農
作
物
の
栽
培
に

つ
い
て
、
農
産
物
の
販
売
に
つ
い
て
、
農

業
経
営
の
体
得
を
１
年
半
か
け
て
学
習
す

る
。
ま
た
、
財
団
の
研
修
助
成
も
充
実
し

て
お
り
、基
礎
研
修
で
は
月
８
万
円
以
内
、

本
研
修
で
は
15
万
円
以
内
の
助
成
が
行
わ

れ
て
い
る
よ
う
で
、
寮
も
無
料
で
利
用
す

る
こ
と
が
で
き
、
住
み
込
み
で
研
修
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
で
あ
る
。

　

イ
ノ
チ
オ
フ
ァ
ー
ム
豊
橋
は
、
工
業
地

帯
に
建
設
さ
れ
て
お
り
、
建
物
の
総
面
積

は
約
３
・９
ha
、
そ
の
う
ち
約
３
・６
ha
の

栽
培
棟
で
ト
マ
ト
を
栽
培
し
て
い
た
。
入

場
時
に
Ｇ
Ｇ
Ａ
Ｐ
の
認
証
を
取
得
し
て
い

る
と
の
こ
と
か
ら
、
こ
の
施
設
を
視
察
す

る
前
に
功
農
支
援
会
豊
橋
農
場
に
立
ち

よ
っ
て
い
る
た
め
、
そ
こ
か
ら
ト
マ
ト
関

係
の
病
原
体
等
を
施
設
に
持
ち
込
ま
な
い

対
策
と
し
て
靴
に
カ
バ
ー
を
つ
け
て
入
場

し
た
。
施
設
内
で
は
初
め
に
ト
マ
ト
の
集

荷
、
選
別
、
梱
包
を
す
る
工
場
を
視
察
し

た
。
工
場
内
に
は
パ
ー
ト
も
含
め
た
従
業

功
農
支
援
会 

豊
橋
農
場

 

（
12
月
８
日
・
豊
橋
市
）

３
イ
ノ
チ
オ
フ
ァ
ー
ム
豊
橋

 

（
12
月
８
日
・
豊
橋
市
）

４

家
に
還
元
す
る
こ
と
も
目
標
に
掲
げ
て
い

る
と
も
話
を
し
て
い
た
。

ま 

と 

め

　

今
回
の
視
察
研
修
で
ど
の
施
設
に
お
い

て
も
農
業
関
連
施
設
、
農
業
機
械
、
研

究
、
Ｉ
Ｔ
関
連
、
人
材
育
成
い
た
る
所
で

惜
し
み
な
く
投
資
を
行
っ
て
い
る
点
に
驚

い
た
。
工
業
地
帯
の
近
く
で
園
芸
作
物
に

取
り
組
ん
で
い
る
た
め
、
ま
た
グ
ル
ー
プ

会
社
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
多
様
な
業
種

を
展
開
し
、
規
模
が
全
然
違
っ
て
い
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
土
壌
分
析
に
よ
る
施

肥
設
計
の
考
え
方
や
病
害
虫
対
策
な
ど
に

つ
い
て
は
当
農
協
で
も
取
り
入
れ
る
こ
と

が
で
き
る
部
分
も
少
な
か
ら
ず
あ
っ
た
よ

う
に
感
じ
た
。

　

今
後
、米
価
が
安
定
す
る
見
込
み
も
薄

い
こ
と
か
ら
、園
芸
品
目
へ
の
関
心
も
高
ま

り
つ
つ
あ
る
た
め
、今
回
の
視
察
を
参
考
に

し
な
が
ら
業
務
に
あ
た
り
た
い
と
感
じ
た
。

営
農
支
援
課　
係
長　
田
中　
佑
哉

資　
材　
課　
主
任　
大
﨑　
拓
磨

員
の
勤
務
表
が
壁
に
貼
ら
れ
て
お
り
、
勤

怠
関
係
は
す
べ
て
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
用
し

管
理
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
勤
務
時
間
に

応
じ
た
作
業
効
率
も
「
見
え
る
化
」
さ
れ

て
お
り
、
そ
れ
を
元
に
面
談
を
随
時
行
っ

て
い
る
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
ト
マ
ト
栽
培

に
お
い
て
は
、
下
水
処
理
熱
を
利
用
し
た

燃
料
費
の
削
減
と
高
収
量
の
２
つ
の
大
き

な
目
標
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
施
設
の
隣

に
下
水
処
理
施
設
が
あ
り
そ
こ
の
温
排
水

を
利
用
し
て
ミ
ニ
ト
マ
ト
の
施
設
園
芸
の

温
室
暖
房
に
活
用
し
、
化
石
燃
料
使
用
量

の
３
割
以
上
削
減
に
取
り
組
ん
で
い
た
。

ま
た
、
こ
の
暖
房
設
備
と
外
気
導
入
と
夜

間
冷
房
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
試
験
的
に

０
・
７
ha
の
ハ
ウ
ス
で
通
年
栽
培
を
実
現

し
、
10
ａ
当
た
り
21
ｔ
生
産
す
る
こ
と
が

可
能
と
な
る
。
し
か
し
、
計
画
生
産
を
お

こ
な
っ
て
い
る
た
め
販
路
が
確
定
し
て
い

る
５
５
０
ｔ
程
度
を
生
産
し
て
い
る
と
の

こ
と
だ
っ
た
。

　

ま
た
、
生
産

流
通
面
で
は
消

費
者
が
求
め
る

農
産
物
と
い
う

こ
と
で
、
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
を

重
要
視
し
て
お
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お買物前に
チェックしてね♪

チラシ
情報

★�ミスタードーナツ出店日
２月17日㈮

★�「チェケライス」出店日
（ガパオライス）
２月10日㈮

★特売開催予定日
２月23日㈭～24日㈮の

２日間

★�やきとり竜鳳出店日
２月13日㈪・２月27日㈪

★金曜市開催予定日
２月 ３ 日㈮・２月10日㈮
２月17日㈮

冬期間営業時間 お問い合わせは
生活課（45－2214）まで。

月曜日～土曜日　９：00～18：00
日曜日　　　　　９：00～17：00

あぐりプラザのＬＩＮＥ始めました！

　お友達登録さ
れた方にボック
スティッシュ５箱
プレゼント！ぜひ
登録してね！

タテのカギ
１　 ２月の誕生石・アメシストは紫

色の――です
６　刻みたばこを詰めて吸う道具
７　Ｌが大ならＭは
９　こうなった――を知りたいなあ
11　暖炉にくべます
12　３度の食事以外に食べるもの
14　 バレンタインデーに実らせる人

もいます
15　囲碁や将棋の指し手の記録
17　 百貨店の――ガイドで目当ての

売り場を探した
19　昆布と――節でだしを取った
21　 例年２月４日ごろ。暦の上では

この日から春です

ヨコのカギ
１　ウインタースポーツの代表格
２　 旧国名の１つ。現在の三重県の

大部分
３　お吸い物などを入れる器
４　鬼は外、福は――
５　 掃除道具の１つ。魔女がまたが

れば飛べるかも？
８　 車のフロントガラスに付くとギ

ラギラして厄介です
10　旅先で眺めることもあります
12　 もむと温かくなるタイプもあり

ます
13　遅い時間まで寝ずにいること
14　仁徳天皇陵もこの１つ
16　 水分補給に役立つ――飲料は、

電解質を加えてあります
18　働き者だといわれる昆虫
20　 天ぷらを天――に漬けて食べた

　 二重マスの文字をA～Eの
順に並べてできる言葉は何で
しょうか？ 出題●ニコリ

Ｑ

ユ
キ
オ
ロ
シ

Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
Ｅ

解
答
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※�「ＪＡの概況」は休みます。

理事会報告
１月26日開催

報告事項
�・業務報告について
・コンプライアンス委員会報告について
・安全衛生委員会報告について
・ＡＬＭ委員会報告について
・金利設定委員会報告について
・購買品管理要項の一部改正について
・自主検査要領の一部改正について
・個人情報保護方針の一部改正について
・個人情報取扱細則の一部改正について
・特定個人情報取扱細則の一部改正について
・�保有個人データ等の開示等に関する手続規程の一部
改正について
・�個人情報に係る苦情等対応手続規程の一部改正につ
いて
・棚卸実施要項の一部改正について
・内部監査報告について
議案
第90号　�個人情報保護法等に基づく公表事項等の一

部改正について
第91号　�個人情報取扱規程の一部改正について
第92号　�特定個人情報取扱規程の一部改正について
第93号　�宅配業務規程の廃止について
第94号　�貸付金について

五城目警察署  TEL 018-852-4100　大潟駐在所  TEL 0185-45-2100

活動報告と予定年 部青

⃝活動予定 ２月１日　役員会
⃝活動報告 １月の活動報告はありません。

　随時部員を募集していますので、興味のある方
はぜひＪＡ大潟村営農支援課（TEL：45-3033）
までご連絡ください！

スリップ事故に注意

～スリップ事故防止のための３つの「ゆ」～

ゆ
っ
く
り

ゆ
と
り

ゆ
だ
ん
た
い
て
き

　車の速度が速くなるほど、停止
するまでの距離が長くなります。
スピードは「ゆっくり」、車間距
離は十分にとりましょう。
　急ハンドル、急ブレーキ、急発
進など「急」のつく運転はスリッ
プ事故の原因になります。
　気持ちと時間に「ゆとり」を持っ
て安全運転を心掛けましょう。
　積雪により歩道が狭くなり、歩
行者が車道を歩いていたり、道路
へ急に飛び出すなど危険が潜んで
います。また、一見して分からな
くても実は凍結している道路があ
るなど、冬道は「油断大敵」です。

トンネルや
カーブでは速度
を落とし慎重に

スピードは抑え 車間距離は十分に

危険危険

期 間　２月11日（土）午前９時～
（営業時間内でもなくなり次第終了とな
りますので、お早めにお越しください）

会 場　産直センター潟の店
　ＪＡ大潟村の花き栽培部会「Ｏ.Ｆ.Ｓ」の
皆さんが丹精して育てた約25品種の切り花
を通常より安く販売します。一足早い春を満
喫できますのでぜひご来場ください！
※�来場の際は、新型コロナウイルス感染予防の観点
から、マスク着用などにご協力いただき、どうぞ
お気をつけてお越しください。

チューリップ販売会のお知らせ

入会金10,000円（税込）のみで
葬儀費用がお得に！

※事前入会が原則です。
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　フレミズ会員向けの教養講座ですが、今回
は多くの方に是非聴いていただきたいと思い、
ご案内させていただきます。明るく、楽しく、
面白い英心さんの講話を聴いてみませんか。
　仏教の教えから波瀾万丈な人生経験など幅
広い話題がたくさん。いまを生きることで幸
せに満たされる心の勉強をしましょう。ミュー
ジシャンでもある英心さんのミニライヴもあ
ります。秋田弁の歌詞が織り交ざったラテン
曲は、ユニークで心が和むこと間違いなし。

良く見るテレビ番組は？　Ｙｏｕは何しに日本へ

思い出深い映画　トップガン

青春の一曲　Ｚｏｏ　「Ｃｈｏｏ Ｃｈｏｏ ＴＲＡＩＮ」

好きなお酒　日本酒

おススメの観光スポット　岩木山

ＪＡ運営で特に力を入れたいこと
　有機栽培や特別栽培への支援強化

役員紹介精励恪勤

遠
えんどう
藤　　暁

さとる

（51歳）

理　
　
事

出身地　大潟村

家　族　母、妻、娘

資　格　大型自動二輪

趣　味　 オートバイ、
　　　　スノーボード、釣り

経理課　経理係
出身地：三種町（旧琴丘町）
家　族：父、母、祖母、姉、妹
持っている資格や免許：
ワープロ検定２級、栄養士免許

杉
すぎやま
山　涼

すず
香
か

今月はだーれだ？
職 員 紹 介

趣　味： ハンドドリップでコーヒーを淹れるこ
と、ＲＰＧ（ポケモン、ドラクエ）

良く聴くアーティスト： 
米津玄師、スキマスイッチ、Ｓｙｕｄｏｕ
好きな芸能人：大泉　　洋
好きな食べ物： じゅんさい（鍋で食べるのが一

番好き）、みずの玉
晩酌の際のお酒：旅するリキュール、ほろよい
おすすめのお店： みたねの石窯ピエーノディ

ソーレ（ピザがおいしい）
ひとこと

　皆様に信頼いただけるよう努めてまいりま
す。よろしくお願いいたします。

ひとこと
　農業の事、地域の事、思いついた事でも要望でも
疑問でも何でも、もっとみんなで話をしましょう。

今回は、2023年1月新規採用職員をご紹介します。

豆腐作りの様子 完成した油揚げを持って

フレミズだより

⃝活動報告
１月20日　豆腐、油揚げ作り講習会

２月24日　第41回定例総会
⃝活動予定

　フレミズは楽しい行事を通して、住区の友人だけではなく様々な出会いを広げられる交流の場です。まず
はお試し部員からはじめてみませんか？
　詳しくはお知り合いの部員、または「あぐりプラザ」（45-2214）までお問い合わせください。

フレミズ部員募集中

講演会のご案内

日　時　２月24日（金）
　　　　10：30 ～ 11：30
講　師　三種町　松庵寺
　　　　　副住職　渡邊英心 氏
参加費　�無料（どなたでもご参加

いただけます）

会　場　大潟村ＪＡ会館　大会議室
講　演　「英心の僧ルフルMusic♪」


